








小児慢性腎炎患者において運動が尿酸排泄に及ぼす影響を重症度別に検討した。回復期腎

炎群では活動日に尿酸排泄が低下するものが多いのに対し、活動期腎炎群や腎不全群では

活動日に単位ネフロン当たりの尿酸排泄量が増加するものが多かった。このような代償性

尿酸排泄亢進は腎に負担をかけ、腎炎の進展に関与する可能性が考えられ、活動性腎炎児

には尿酸代謝の面からも積極的な運動を避ける方針で対処すべきと考えられた。 


